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・噸録は[んに
「隧踪痣癸OQと攘穣文攀鷺』 NEW/S
著作『最後の辺境 チベットのアルプス』で

民
俗
学
者
の
梅
樟
忠
夫
さ
ん

（１
９
２
０
～

２
０
１
０
年

）
に

ち
な
ん
だ

「第
２
回
梅
樟
忠
夫
・山

と
探
検
文
学
賞
」
（同
賞
委
員
会
主

催
）
の
受
賞
作
に
、
中
村
保
さ
ん

（７８
）
＝
東
京
都
＝
の
『最
後
の
辺

境
　
チ
ベ
ッ
ト
の
ア
ル
プ
ス
』
（東

京
新
聞
刊
）
が
選
ば
れ
た
。

中
村
さ
ん
は
１
９
３
４
年

（昭

和
９
）
年
東
京
生
ま
れ
。
一
橋
大
学

山
岳
部
時
代
に
は
、
北
ア
ル
プ
ス

の
岩
壁
で
先
鋭
的
な
登
山
に
熱
中

し
た
。
大
手
重
工
業
メ
ー
カ
ー
に

就
職
後
も
南
米
ア
ン
デ
ス
山
脈
の

登
山
を
実
現
。
結
婚
後
は
プ
ラ
ン

ト
輸
出
ビ
ジ
ネ
ス
に
打
ち
込
み
、

３０
年
近
く
山
か
ら
遠
ぎ
か
っ
た
。

香
港
へ
の
赴
任
を
き
っ
か
け
に
、

９０
年
以
降
、
政
治
的
な
理
由
で
未

踏
地
域
だ
っ
た
東
チ
ベ
ッ
ト
や
四

川
、
雲
南
な
ど
、
ヒ
了
フ
ヤ
山
脈
東

側
の
踏
査
を
重
ね
て
き
た
。
本
書

は
、
２‐
年
間
に
わ
た
っ
て
３０
回
以

上

「最
後
の
辺
境
」
を
訪
れ
て
き
た

踏
査
行
の
集
大
成
だ
。

２
０
０
５
年
ま
で
に
『
ヒ
了
フ
ヤ

の
東
』
『深
い
浸
食
の
国
』
『チ
ベ
ッ

ト
の
ア
ル
プ
ス
』
（い
ず
れ
も
山
と
漢

谷
社
刊
）
の
３
部
作
を
出
版
。
「最

後
の
辺
境
」
は
そ
の
習
九
結
編
」
と

い
う
位
置
付
け
で
、
０５
年
以
降
の
７

年
間
に
、
「
３
部
作
以
上
に
広
範
で

奥
行
き
の
あ
る
踏
査
や
研
究
、
情
報

発
信
を
実
践
し
て
き
た
」
と
中
村
さ

ん
。
そ
の
成
果
を
内
外
の
雑
誌
で
紹

介
し
た
功
績
で
、
∝
年
に
秩
父
宮
記

念
山
岳
賞
、
０８
年
に
は
日
本
人
で
初

め
て
英
国
王
立
地
理
学
協
会
の
「バ

ス
ク
・メ
ダ
ル
」
を
受
賞
し
た
。

同
書
で
は
、
い
ま
な
お
未
踏
の

６
０
０
０
研
峰
が
２
７
０
座
以
上

存
在
す
る
ヒ
了
フ
ヤ
の
東
の
未
踏

峰
群
、
チ
ベ
ッ
ト
の
人
々
の
暮
ら
し
、

「
西
部
大
開
発
」
で
進
行
す
る
チ

ベ
ッ
ト
の
発
展
と
変
貌
を
紹
介
し

て
い
る
。

中
村
さ
ん
は
梅
樟
賞
の
受
賞
に

「
尊
敬
す
る
梅
樟
さ
ん
の
名
前
を

冠
し
た
賞
を
い
た
だ
け
る
の
は
光

栄
で
、
こ
れ
か
ら
の
励
み
に
な
る
」

と
話
し
て
い
る
。

同
賞
は
徹
底
し
た
合
理
主
義
を

貫
き
、
世
界
各
地
で
学
術
調
査
を

し
て
独
自
の
文
明
論
を
展
開
し
た

梅
樟
さ
ん
を
記
念
し
て
、
１０
年
に

創
設
さ
れ
た
。
今
回
は
過
去
２
年

以
内
に
出
版
さ
れ
た
３０
冊
を
事
務

局
が
候
補
に
選
定
。
そ
の
中
か
ら

「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
重
要
性
、

地
図
の
正
確
さ
」
な
ど
が
評
価
さ

れ
、
本
書
が
受
賞
作
品
に
選
ば
れ
た
。

中
村
さ
ん
は
来
年
夏
ま
で
に
、

今
回
高
い
評
価
を
得
た
山
岳
地
図

と

「
チ
ベ
ッ
ト
の
ア
ル
プ
ス
」
の
美

し
い
写
真
を
見
開
き
で
編
集
し
た

著
作
を
出
版
す
る
予
定
だ
。

21年間のヒマラヤ山脈東側踏査の目 因 団

梅綽賞を受賞した著作「最後の辺境 チベットの
アルプス」を手に喜びを語る中村さん。

転


